
 

東京国際空港（羽田空港）の新しい滑走路（Ｄ滑走路） 
～ 埋立部の揚土工(路床まで)の施工概成 今後は、舗装工を残すのみ ～  
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平成２２年 ３月９日（火） 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 

同時発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ   横浜海事記者クラブ   神奈川建設記者会 

都庁記者クラブ   千葉県政記者クラブ   東京航空記者会 

国土交通省は、我が国空港ネットワークの拠点空港として極めて重要な位置を占める東京

国際空港（羽田空港）において、新たに４本目の滑走路となる『Ｄ滑走路建設工事』につい

て、平成２２年１０月の滑走路の供用開始を目指し、２４時間３６５日の昼夜連続施工によ

る工事を進めています。 

 

この度、平成２２年２月２４日（水）、護岸・埋立Ⅱ工区（東洋建設、清水建設、みらい

建設）において、揚土工に使用する埋立材の最終揚陸が完了し、埋立部の揚土工(路床まで)

の施工が概成しました。なお、揚陸完了後も引き続き陸上作業（埋立材料の敷き均し転圧等）

が残るため、揚土工が完了するのは３月下旬頃となる予定です。 

 

揚土工については、平成２０年９月から施工が開始され、揚土船（リクレーマ船４隻等）

により日当り約５万ｍ3 を投入。揚陸完了までに要した期間は約１年６ヶ月。その間に投入

した総ボリュームは約２，８００万ｍ3（注 1）。過去に例を見ない大量急速施工を行ってきまし

た。 

 

 これにより、埋立部は、施工規模の大きい工種として舗装工（注 2）を残すのみとなり、本年

１０月の供用開始に向け最終工程の段階となりました。（注3） 

 

(注 1)護岸概成後（H20.9）の護岸内側に投入したﾎﾞﾘｭｰﾑ（管中混合固化処理等含む）。また、当ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでこれまでに投入し

たﾎﾞﾘｭｰﾑは約 5，300 万ｍ3。これは、東京ﾄﾞｰﾑにして約 43 杯分に相当する規模。 

(注 2)埋立部においては、平成 22 年 2 月 8日より舗装工－下層路盤に着手済。 

(注 3)その他の工種としては、航空灯火・保安関連施設、排水施設等の施工が残る。 
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住所 東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス ５階 

電話 ０３－５７５６－６５７７ 

ＨＰ   http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/ 

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/


別紙資料

埋立部（傾斜堤護岸）標準断面

揚土２

中仕切堤１（完了）

ＳＭおよび保護砂（完了）

SＤ（完了）

中仕切堤２
（完了）

ＳＣＰ
（完了）

築堤2（完了）

築堤保護砂(完了)

床掘・置換
（完了）

築堤2（完了）

築堤保護砂
(完了)ＳＣＰ

（完了）

築堤1
（完了）

築堤1
（完了）

捨石（完了） 捨石（完了）中仕切堤２
（完了）

揚土1管中混合
固化処理

管中混合
固化処理

Ｄ滑走路全体航空写真（平成22年

 

2月20日撮影）

C滑走路
3,000mA滑走路

3,000m

B滑走路
2,500m国際線地区

PFI方式による整備

Ｄ滑走路
2,500m

連絡誘導路
（620m）

桟橋部

 

（1,100m）

埋立部

 

（2,020m） 揚土工範囲

埋立部状況①（平成22年2月19日撮影） 埋立部状況②(平成22年2月19日撮影）

■写真は、埋立部より桟橋部側を撮影

今回、揚陸が完了した揚土２

■写真は、滑走路下層路盤を撮影
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